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病棟を受持つことが多く、教員 1 人当たり学生 6~8
名を担当していた。
2.調査方法



















































































































































































































4 ( 5.9) 







23 ( 5.8) 
363 (91.7) 
10 ( 2.5) 
3 ( 0.8) 
329 (83.1) 
48 (12.1) 
5 ( 1.3) 
1 ( 0.3) 
10 ( 2.5) 
表 1~こ対象者の属性を示す。調査票の回収数は教
71名 (79.8%)，学生427名 (73.9%)で，有効
回答数は，教員 68名 (95.8%)学生 396名 (92.7%)
であった。教員の性別は男性1名(1.5%)，女性67















学J3名 (4.4%)， I不明J2名 (3.0%) であった。
(91.7%) で，年齢は 10歳代3名 (8%)，20歳代
329名 (83.1%) 30歳代 48名 (12.1%)，40歳代
5名(1.3%)，50歳代 1名 (0.3%) で、あった。









































































































の下位尺度 1 [オリエンテーション] (戸0.25，
pニ0.04)，下位尺度I [学習内容・方法] (r=0.25， 































γ p r p 
0.20 0.11 0.18 0.15 
-0.05 。剛67 0.25 0.04 * 
0.04 0.74 0.25 0.04 * 
0.05 0.70 0.23 0.06 
0.17 0.17 0.16 0.19 
0.15 0.22 0.20 0.11 
0.13 0.29 。剛17 0.16 
0.25 0.04 * 0.21 0.08 
0.08 0.54 0.29 0.02 * 
0.14 0.25 0.16 0.19 
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